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学校教育における活用力の育成 
―知識の文脈依存性を超えるための心理的メカニズムと方法― 
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 近年，21世紀型スキルとして，現代社会に求め

られる教育の目標が，批判的思考,メタ認知,コミ

ュニケーション,コラボレーション,ICT リテラシ

ーなどの学習の文脈を超えた領域普遍的なスキル

にまとめられている。また，日本においても「活

用力」が学校教育の目標とされている。一方で，

教育心理学の研究史においては，転移（活用）が難

しいということは，ある種の「常識」である。1970

～1980年代，ピアジェの領域普遍的な発達理論が

批判され，認知心理学研究の発展とともに，学習

における領域固有な知識の重要性が認識されるよ

うになった。さらに，ヴィゴツキーの社会文化的

理論の進展により，学習において，学習される知

識やスキルが使用される具体的な文脈が重視され

るようになっている。もちろん，領域普遍的スキ

ルか，領域固有的知識かという２者択一的なこと

ではなく，教育の目標は「適応的熟達者」を育て

ることであり，そのためには，領域固有的知識と

領域普遍的スキルとの両者の相互作用を必要とす

る。しかし，基礎的な知識（領域固有的知識）から

活用力（学習の文脈を超えて考える力）までいかに子

どもたちの学力を伸ばすのかについて，学校現場

では模索が続いており，単なるドリル学習を繰り

返している学校も多い。そのような中，本シンポ

ジウムでは，学校での基礎的な知識（領域固有的知

識）の学習からいかに活用力を育てるのか，その

心理的メカニズムや具体的な実践の方法について

それぞれの立場から提起していただき，議論を深

め，教育心理学での研究の発展を期待したい。 

学習方略の自発的利用を促す教育 
植阪友理 

 「キー・コンピテンシー」や「21世紀型スキル」

に代表されるように，世界的な動向として，学校

では学問の基礎を学ばせるだけでなく，社会で学

び続けるための資質・能力を身につけさせるとい

う考え方が広まりつつある。このような資質・能

力の一部として，学習方略は重要であろう。これ

までの研究から，既有知識と関連づけながら深く

理解する（認知的方略），自分が理解できたことや理

解できていないことをはっきりとさせ，次に自分

が取るべき行動を調整する（メタ認知的方略），他者

や書籍といった頭の外の資源（リソース）を最大限

に活用しながら理解を深める（外的リソース方略）な

どの学び方が提案されている。学習者自身がこう

した学習方略を文脈に即して活用する力（学習力）

は学力の重要な側面と捉えられる。 

 その一方で，こうした力は学校現場で十分に指

導されていない実態がある。筆者が長年かかわっ

ている個別学習相談の実践でも，学習方略が十分

に活用できていないために，学習につまずく児

童・生徒が多く見受けられる。 

 本発表では，学習方略の自発的利用や転移を促

す３つの教育実践を紹介する。１つ目は，「認知カ

ウンセリング」である。個別学習相談の中で，学

習方略の自発的な利用や転移も目標として掲げる。

また，最終的に学習方略が，指導場面を超えて家

庭学習場面や他の教科の学習で活用されているの

かについても検証する。２つ目は，「学習法講座」

である。総合的な学習の時間などを利用して，学

習のメカニズムや，そこから示唆される効果的な

学び方を学んでもらう。心理学の実験のみならず，

具体的に教科の学習における学び方も紹介し，実

際に体験してもらう。３つ目は，「教えて考えさせ

る授業」である。「わからない部分を明確にして授

業に臨む」，「教師から提供された原理的な説明を，

学習者自身も能動的に表現することで理解を確か

める」，「学んだ知識を活用する問題を，協同で解

決する」など，教科学習を通じて教科横断的な学

習力の形成も目指している。発表ではこれら３つ

の実践について具体例を交えて紹介する。 

21世紀型スキルにおける知識活用の 
とらえ方 

白水 始 

 知識の「活用力」とは何か。単に活用可能性の

高い知識があるだけではないか。それとも「頭の

中」にある知識とは別に，それを「活用する」心

的能力が存在するのか。 

 教育・学習研究史は Bloom’s Taxonomy から始ま

り，Intelligent novice（Bruer, 1993）やセンスあ

る初心者（波多野，2001）に至るまで，後者の領域

普遍的スキルやメタ認知能力の存在を希求した歴

史だった。すなわち，既有知識の薄い新規な領域

でも，他の初心者より早く，効率よく学習するこ

とができる初心者がいるのではないかと。しかし，

実態を調べてみると，学習者は物事の原理原則な

ど抽象的・形式的な事柄については，学んだ知識
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をめったに転移（活用）しない。むしろ，学習者の

日常経験をベースとした経験則が負の転移を引き

起こすことは，状況論が明らかにした通りである。

状況論は同時に，科学者が原理原則を活用してい

るように見えるのは，その活動が彼らにとって日

常化しているからだとも示唆した。子どもたちも

彼らの経験則は活用しすぎていると言ってもよい

ほど活用している。 

 これをどう考えればよいのか。CoREF（2016）は，

知識の抽象度（下からレベル１：具体的経験則，２：準

抽象的モデル，３：抽象的原理原則）を縦軸，知識の使

い方（左から「覚えている－使える－作り変えられる」）

を横軸に取った「面」で考えることを提唱してい

る。子どもはレベル１の知識を使うどころか作り

変えさえする。しかし，それは知識の低層で起き

る活用である。一方，抽象的知識は覚えているだ

けで活用できない。つまり，面の右上が欠落して

いる。そう考えると，学校教育の役割は，覚えた

レベル２，３の知識を使ってみたり，作り変えら

れるレベル１の知識を抽象化してみたりなど，学

習者の状態を見ながら右上へと向けた知識構成を

促すことだと言える。その学習経験の繰り返しか

ら活用力が普遍化するかは，十全な教育を果たし

た上での問いだと考えた方がよい。 

認知的分業に関する子どもの理解 
外山紀子 

 私たちの社会は認知的分業の上に成り立ってい

る。社会が複雑になるほど分業は進み，専門化さ

れた知識が偏在するようになる。こうした社会で

生きていくためには，知識の所在をみきわめ，「病

気の治し方を知りたい時にはこの人（たち）に，料

理法を知りたい時にはこの人（たち）に」というよ

うに，信頼できる情報源から情報を集めるスキル

が必要となる。 

 発達過程において，子どもは社会文化的文脈に

支えられながら自ら知識を構成していく。社会的

に与えられる情報には，言語化された明示的なも

のもあれば，生活手続きに埋め込まれた暗黙的な

ものもある。しかし子どもには特定の情報に対す

る敏感さが備わっているため，情報の多寡や質と

知識獲得のスムーズさはイコールにはならない。

近年の発達心理学では，子どもが知識獲得の過程

により積極的・主体的にかかわっている点に注目

が集まっている。子どもは比較的早い時期から周

囲の他者を，情報源としての信頼性という点で評

価し，信頼できる他者からもたらされる情報に重

きを置きながら知識獲得を進めていくようなので

ある。たとえば，過去に正確な情報をもたらした

人，自分と同じグループに属している人により高

い信頼を置くことが知られている。 

 本発表では生物領域の知識獲得（病気）をとりあ

げる。まず３・４歳児が，母親や園の先生・医者

といった身近な他者を，病気の情報源として信頼

できるかどうか的確に評価していること（ただし限

界もある），また母親（病気の素人）と医者（専門家）

からもたらされる情報の質的相違にも気づいてい

ることを報告する。幼児でも病因についてある程

度正確な理解を有するが，その理解は幼児期以降，

さらに精緻化していく。それにともなって情報源

に対する評価も細分化していくことを報告し，メ

タ認知的スキルと領域固有の知識のかかわりとい

う点から，教育実践に対する示唆を論じたい。 

ワーキングメモリ理論から見た 
知識の活用 

湯澤正通 

 学習の階層モデルによると（小貫，2014），学習は，

参加，理解，習得，活用の４つのレベルからとら

えることができる。そもそも，参加しなければ，

学習はなりたたない。学習に参加するためには，

「休み時間は終わったから，遊びを止めて，次の

授業の準備をしよう」といったシフト，「今は授業

中だから，昨日，見たマンガのことを考えること

は止めよう」といった抑制の働きが重要である。

参加して初めて，子どもの認知資源（ワーキングメ

モリ）が働き，課題の理解が可能となる。シフト，

抑制，ワーキングメモリ（更新）は実行機能の働き

であり，相互に関連している。理解できて初めて，

習得できる。そして，活用が教育の最終的な目標

である。 

 文部科学省が実施している全国学力・学習状況

調査は，基礎知識を問うＡ問題と，知識の活用力

を問うＢ問題からなる。学力レベルの高いある小

学校のデータによると，Ａ問題の正答，Ｂ問題の

正答，ワーキングメモリの成績の間には相互に中

程度の相関があり，特に，国語において，Ｂ問題

の正答は，Ａ問題の正答を統制しても，ワーキン

グメモリによって説明された。また，Ｂ問題の正

答の低群は，話し合いで自分の意見がうまく言え

ず，自分で考えながら文章を作ることが苦手であ

ると考えていた。こうしたことから，活用力の育

成には，基礎知識の理解や習得に依拠する部分が

あるものの，それに加えてワーキングメモリを用

いて考えることが重要であると言える。 

 ある中学校では，１年次に，個々の生徒のワー

キングメモリのアセスメントを行い，それぞれの

特性に応じた学習方法を考察させた。同時に，主

に理科で，ワーキングメモリの負荷を減らし，ワ

ーキングメモリの小さい生徒にとっては参加しや

すい授業を実践した。同時，その授業では，ワー

キングメモリの大きい生徒は，知識を活用し，考

える機会を持った。その結果，入学時の４月に実

施した学力検査で，国語科以外，全国平均を下回

っていたのに対して，翌年の１月に実施した学力

検査では，４教科で全国平均を上回り，特に，理

科での学力の伸びが著しかった。 
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